
幼
年
消
防
用
和
太
鼓
を
嬉
し
そ
う
に
た
た
く

い
そ
た
け
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

幼
年
消
防
用
和
太
鼓
を
嬉
し
そ
う
に
た
た
く

い
そ
た
け
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

尊い命　元気に宣言
　　　　　　火の用心―

市ホームページ

大田市の情報を発信中
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■
見
直
し
方
針

　
使
用
料
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
特
定
の
人
か
ら
対
価
と

し
て
徴
収
す
る
も
の
で
あ
り
、
受

益
者
負
担
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
、

施
設
の
維
持
管
理
経
費
は
、
利
用

者
の
使
用
料
で
全
て
を
賄
う
こ
と

が
望
ま
し
い
姿
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
と
し
て

の
関
与
の
必
要
性
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
受
益
に
見
合
っ
た

応
分
の
負
担（
負
担
の
公
平
性
）を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
逆
に
、
こ
れ
ら
の
経
費
を
全
て

税
金
で
賄
う
と
す
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
と
利
用
し
な
い

人
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
て
し

ま
い
、こ
れ
も
「
負
担
の
公
平
性
」

が
確
保
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
使
用
料
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
市
が
提
供
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経
費
を
的

確
に
把
握
し
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の

特
性
に
応
じ
た
受
益
者
負
担
の
あ

り
方
や
、
使
用
料
の
改
正
時
期
を

明
確
化
し
、
統
一
的
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

■
原
価
算
定
方
式

　
受
益
者
に
対
し
て
、
応
分
の
負

担
を
求
め
る
た
め
に
は
、
使
用
料

の
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
市

民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、料
金
の
算
定
に
あ
た
っ

て
は
原
則
　「
原
価
算
定
方
式
」

に
基
づ
き
、
使
用
料
の
改
定
を
お

こ
な
い
ま
す
。

■
見
直
し
内
容

①
単
位
の
見
直
し

　
会
議
室
な
ど
の
使
用
に
お
け
る

使
用
料
の
単
位
に
つ
い
て
は
、
市

民
に
分
か
り
や
す
い
料
金
設
定
と

な
る
よ
う
、
原
則
１
０
０
円
単
位

と
し
、
最
低
料
金
を
２
０
０
円
と

し
ま
す
。

②
冷
暖
房
費
の
見
直
し

　
冷
暖
房
設
備
の
あ
る
施
設
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
冷
暖
房
設
備

に
係
る
使
用
料
は
無
料
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
規
模
施
設
に
つ
い
て

は
、
別
途
使
用
料
の
５
割
を
徴
収

し
ま
す
。

③
減
免
基
準
の
見
直
し

　
公
の
施
設
は
、
公
共
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
低
廉
な
使
用
料
を
設

定
し
て
お
り
、
受
益
者
は
そ
の
使

用
料
を
全
額
負
担
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
減
額
・
免
除
の

対
象
団
体
に
つ
い
て
は
、
公
益
上

の
必
要
性
を
判
断
基
準
に
、
原
則

と
し
て
減
額
・
免
除
対
象
一
覧
表

　
公
共
施
設
を
利
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る

人
と
利
用
し
な
い
人
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
常
に
公
平
性
・
公
正
性

を
確
保
し
、
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
で
は
「
大
田
市
使
用
料
及
び
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
社
会
経
済
情
勢
や
需
給
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
変
化

を
考
慮
し
、
定
期
的
な
見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令

和
６
年
４
月
１
日
よ
り
次
の
と
お
り
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

使
用
料
を
改
定
し
ま
す

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

④
定
期
的
な
見
直
し

　
物
価
や
所
要
経
費
の
変
動
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
証
明
書
な
ど

の
発
行
な
ど
に
係
る
手
数
料
を
含

め
、
原
則
と
し
て
、
今
後
は
「
３

年
」
ご
と
に
見
直
し
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

令和６年
４月より

櫛島森林公園・林間キャンプ場

▼減額・免除対象一覧表

問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

【宿泊】大人
　　　　小人
【宿泊以外】

１泊１人につき
１泊１人につき
１区画につき（５人まで）

市が主催しておこなう会合などで使用
する場合
※　指定管理施設は除く。

規準

免除

減額

項　　　　　目

施設の管理運営団体が施設を使用する
場合
市内の幼児・小中学生の団体が使用す
る場合
※　都市公園施設及び指定管理施設は
除く。
市内の障がい者団体、障がい者が使用
する場合

1,400円
900円

1,400円

区分 金額

仁摩多目的広場、仁摩テニスコート　☆
問都市計画課（☎0854‐83‐8108）

仁摩多目的広場
仁摩テニスコート（１面）

800円
400円

名称 金額

仁摩農村環境改善センター　☆
問農林水産課（☎0854‐83‐8082）

多目的ホール
研修室
実習室

800円
500円
300円

名称 金額

問
財
政
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
１
）

＊
　
人
件
費
や
物
件
費
・
減
価
償
却
費

を
施
設
毎
に
算
出
し
、
貸
出
面
積
や
貸

出
時
間
を
考
慮
し
て
、
使
用
料
及
び
手

数
料
を
積
算
す
る
方
式
の
こ
と

＊
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まちづくりセンター　☆
問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）

※　施設の設置目的に応じた事業及び公共用で使
用する場合は、通常料金の５割

会議室
和室
調理室
集会室
大ホール

200円
200円
200円
400円

1,100円

名称 金額

仁摩伝統芸能伝承館　☆
問社会教育課（☎0854‐83‐8128）

体育館
会議室
控室

700円
500円
300円

名称 金額

仁摩文化振興会館　☆
問社会教育課（☎0854‐83‐8128）

体育室 700円
名称 金額

大田市民第２球場　☆
問社会教育課（☎0854‐83‐8128）

第２球場 600円
名称 金額

□指大田運動公園　☆
問社会教育課（☎0854‐83‐8128）

多目的広場 600円
名称 金額

学校体育施設、地区体育館（馬路、湯里、井田、
大代、富山、池田）　☆
問社会教育課（☎0854‐83‐8128）

体育館 300円
名称 金額

山村留学センター
問山村留学センター（☎0854‐86‐0700）

【月額】留学生室
　（長期留学での使用）
【１泊】留学生室
　（長期留学以外の使用）
【１泊】外来者宿泊室
　（長期留学以外の使用）
研修室Ａ（１時間あたり）
研修室Ｂ（１時間あたり）
研修室Ｃ（１時間あたり）

36,000円

3,000円

3,000円

400円
400円
400円

名称 金額

□指大田総合体育館、弓道場、庭球場など
問都市計画課（☎0854‐83‐8108）

⑴個人使用
 （競技場以外：１回当たり（３時間まで））

⑵貸切り　☆

大田総合体育館
　　競技場　☆
　　柔道場、剣道場、
　　卓球場、トレーニング室
弓道場
大田市民プール

300円

300円

200円
300円

名称 金額

大田総合体育館
　　競技場
　　柔道場、剣道場、
　　卓球場、トレーニング室
　　研修室
大田市民球場
大田市民庭球場（１面）
弓道場
大田市民プール
大田野外ホール

2,800円

500円

300円
700円
400円
300円

3,300円
400円

名称 金額

大田市中央図書館、仁摩生涯学習センター　☆
問社会教育課（☎0854‐83‐8129）

大田市中央図書館
　　視聴覚ホール
　　会議室
仁摩生涯学習センター
　　美術工作室

400円
200円

200円

名称 金額

温泉津総合体育館、温泉津総合運動場　☆

☆＝単位は１時間あたりの金額
指＝指定管理施設

問都市計画課（☎0854‐83‐8108）

温泉津総合体育館
　　体育室
　　会議室
　　ミーティングルーム
温泉津総合運動場

800円
200円
200円
400円

名称 金額

※　指定管理施設は、表の金額の範囲内において、
　　指定管理者が料金を定めます。
※　団体の料金が適用される人数は20人以上です。
※　温泉津保健センター、久手テニスコートは、
令和５年度末で用途廃止します。

金額は令和６年４月１日からの料金です。
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□指ロード銀山　☆
問産業企画課（☎0854‐83‐8074）

会議室 200円
名称 金額

□指国民宿舎さんべ荘

⑴本館（宿泊）１泊あたり
問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

大人
小学生
幼児

14,100円
12,200円
3,600円

区分 金額

□指石見銀山世界遺産センター

⑴観覧料
問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

【個人】高校生以上
　　　　小・中学生
【団体】高校生以上
　　　　小・中学生

400円
200円
300円
150円

区分 金額

□指仁摩サンドミュージアム

⑴入館料
問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

【個人】高校生以上
　　　　小・中学生
【団体】高校生以上
　　　　小・中学生

800円
400円
700円
350円

区分 金額

⑵施設利用料　☆

オリエンテーション室
多目的室
体験学習室

1,300円
400円
400円

名称 金額

⑵施設利用料　☆

展示室
視聴覚室
小会議室

4,400円
4,400円
3,400円

名称 金額

⑶入湯

【入湯１回】大人
　　　　　　小学生以下

900円
700円

区分 金額

⑵本館（休憩等）　☆

⑷別館（宿泊）１泊あたり

大人
小学生
幼児

26,400円
24,800円
3,600円

区分 金額

【個室】大人
　　　　小学生以下
【広間】大人
　　　　小学生以下
広間利用

700円
500円
400円
300円

2,400円

区分 金額

□指熊谷家
問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

【個人】高校生以上
　　　　小・中学生
【団体】高校生以上
　　　　小・中学生

600円
200円
500円
100円

区分 金額

□指旧河島家
問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

【個人】高校生以上
　　　　小・中学生
【団体】高校生以上
　　　　小・中学生

300円
200円
200円
100円

区分 金額

おおだふれあい会館　☆
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

※　隣保事業は無料

大会議室
相談室、調理室
研修室

400円
200円
200円

名称 金額

□指大久保間歩

□指龍源寺間歩
問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

【個人】高校生以上
　　　　小・中学生
【団体】高校生以上
　　　　小・中学生

500円
300円
400円
200円

区分 金額

□指三瓶ダム周辺施設　☆
問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

テニスコート（１面） 400円
名称 金額

□指三瓶観光リフト
問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

【個人】往復
　　　　片道
【団体】往復
　　　　片道
【個人】往復
　　　　片道
【団体】往復
　　　　片道

900円
500円
800円
450円
700円
400円
600円
350円

区分

大人

小学生以下

金額

問石見銀山課（☎085‐83‐8131）

高校生以上
小・中学生

2,100円
1,100円

区分 金額
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市営駐車場

⑴温泉津駅前駐車場
問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）

⑵その他駐車場

仁万駅前月極駐車場
仁万月極駐車場
宅野月極駐車場

月極（終日）
月極（終日）
月極（終日）

3,700円
3,200円
3,200円

名称 金額区分

□指老人福祉センター　☆
問介護保険課（☎0854‐83‐8059）

※　施設の設置目的に応じた事業及び公共用で使
用する場合は、通常料金の５割

集会室及び軽運動場
和室
健康相談室

400円
200円
200円

区分 金額

仁摩保健センター　☆
問健康増進課（☎0854‐83‐8153）

研修室
介護指導室
訓練室
栄養指導室

200円
200円
300円
200円

区分 金額

□指大田市民会館
問石見銀山課（☎0854‐83‐8130）

大ホール
中ホール
１号室
応接室
２・３号室
展示室
楽屋１
楽屋２

14,100円
3,600円
1,800円
1,200円
900円
900円
600円
300円

施設名

18,800円
4,800円
2,400円
1,600円
1,200円
1,200円
800円
400円

18,800円
4,800円
2,400円
1,600円
1,200円
1,200円
800円
400円

37,600円
9,600円
4,800円
3,200円
2,400円
2,400円
1,600円
800円

42,300円
10,800円
5,400円
3,600円
2,700円
2,700円
1,800円
900円

61,100円
15,600円
7,800円
5,200円
3,900円
3,900円
2,600円
1,300円

□指北の原キャンプ場

⑴キャンプサイト
問観光振興課（☎0854‐83‐8195）

オートサイト
一般サイト

区分 宿泊

１泊あたり
１泊あたり

4,700円
1,200円

金額 備考
宿泊以外

１回あたり
１回あたり

2,400円
600円

金額 備考

⑵ケビン

小型
大型

区分 宿泊

１棟１泊あたり
１棟１泊あたり

13,000円
23,600円

金額 備考
宿泊以外

１時間あたり
１時間あたり

1,000円
1,800円

金額 備考

⑶バンガロー

バンガローＡ
バンガローＢ
バンガローＣ

区分 宿泊

１棟１泊あたり
１棟１泊あたり
１棟１泊あたり

7,900円
7,400円
9,000円

金額 備考
宿泊以外

１時間あたり
１時間あたり
１時間あたり

600円
500円
700円

金額 備考

⑷その他施設

キャンプファイヤー場

ドッグラン

セントラルロッジ

半日利用
１日利用
多目的ホール
集会室

１回につき
１匹につき
１匹につき
１時間あたり
１時間あたり

3,000円
800円

1,600円
1,100円
800円

金額区分 備考

午前９時～
　正午

午後１時～
　午後５時

午後６時～
　午後10時

午前９時～
　午後５時

午後１時～
　午後10時

午前９時～
　午後10時

30分超え５時間以内

５時間超え10時間まで

月極（終日）

午前８時～
　午後６時
午前８時～
　午後６時
午後6時～
　午前8時

150円

200円

150円

4,300円

区分 金額使用時間



　
来
年
の
４
月
か
ら
、
新
た
に
市

内
の
保
育
園（
所
）、
認
定
こ
ど
も

園
、
お
よ
び
地
域
型
保
育
施
設
を

利
用
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

◇
申
込
書
の
配
布
場
所
・
提
出
場

所▼
市
役
所
子
ど
も
保
育
課

▼
温
泉
津
・
仁
摩
支
所
市
民
生
活

　
課

▼
市
内
認
可
保
育
園（
所
）・
認
定

　
こ
ど
も
園
・
地
域
型
保
育
施
設

　
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
　
こ
の
申
し
込
み
で
入
園
が
決

定
（
予
約
）
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
　
年
度
途
中
の
入
園
の
場
合

は
、
保
育
士
の
配
置
状
況
な
ど
に

よ
り
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
　
継
続
利
用
の
場
合
、
利
用
中

の
施
設
へ
現
況
届
を
提
出
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
利
用
基
準

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
児
童
の

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
事
由

に
該
当
す
る
場
合

▽
１
か
月
に
48
時
間
以
上
就
労
し

　
て
い
る

▽
妊
娠
・
出
産
、
病
気
や
け
が
な

　
ど
で
保
育
が
で
き
な
い

▽
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
ま
た

　
は
看
護
し
て
い
る

▽
求
職
活
動
中
ま
た
は
就
学
し
て

　
い
る

▽
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

　
な
ど

※
　
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部

利
用
の
場
合
は
、
事
由
に
該
当
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
申
込
期
間

11
月
24
日
㈮
〜
12
月
15
日
㈮

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
９
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
６
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16

新
入
園
（
所
）
児
を
募
集

所在地名称

わんぱ～く保育園

すてっぷ２

ステップ川合

生後３か月～２歳

生後３か月～２歳

生後３か月～２歳

8:00～18:00

7:30～18:30

7:30～18:30

受入年齢 開所時間

大田

大田

川合

【地域型保育施設】

６

7:40～18:40   

7:30～18:30   

【認定こども園】
所在地

大田

仁摩

久手

認定こども園
あゆみ保育園

認定こども園
みどり保育園

あけぼのこども園

名称 類型

幼稚園部

保育園部

幼稚園部

保育園部

幼稚園部

保育園部

満３歳

生後57日

満３歳

生後５か月

満３歳

生後57日

8:00～14:00   

7:00～19:30○

8:00～14:00   

7:00～19:30○

8:30～14:30   

7:00～19:30○

受入年齢 開所時間

※　幼稚園部の利用は11月末までに園へ直接申し込んでください。
※　幼稚園部は開所時間以降、預かり保育（有料）を実施しています。
※　保育園部の利用方法は保育園と同じです。

所在地名称

大田保育園

川合保育園

池田保育園

鳥井保育園

水上保育園

温泉津保育所

志学保育園

いそたけ保育園

たから保育園

仁摩保育園

こばと保育園

大森さくら保育園

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後57日

生後３か月

満１歳

生後57日

生後57日

生後７か月

生後57日

生後57日

7:30～19:00○

7:30～18:30   

7:30～18:30   

7:30～18:30   

7:30～18:30   

7:30～19:30○

7:00～19:30○

7:30～19:30○

7:30～19:30○

7:00～19:30○

7:15～19:30○

7:30～18:30   

7:15～19:30○

受入年齢 開所時間

相愛保育園

久利保育園

大田

川合

池田

鳥井

水上

温泉津

志学

五十猛

長久

仁摩

長久

大森

大田

長久

久利

サンチャイルド
長久さわらび園 生後57日

【保育園（所）】

※　認定種別により、利用可能時間は異なります。
※　開所時間には延長保育時間を含み（○印）、延長保育には別途利用料
が必要です
※　受入年齢と開所時間は令和６年度の予定です。



国際協力の架け橋
海外協力隊でフィリピンへ

広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16７

　令和６年度に入園する園児を募集します。
▽募集人数
・５歳児　15人　・４歳児　15人　・３歳児　15人
※　応募者が定員を超えた場合は、抽
選により決定します。
▽応募資格
　原則、市内に在住し、送り迎えが可
　能で、次に該当する幼児
・５歳児　平成30年４月２日～平成31年４月１日生
・４歳児　平成31年４月２日～令和２年４月１日生
・３歳児　令和２年４月２日～令和３年４月１日生
※　年度中途に満３歳になる幼児も随時受け付けます

（誕生日の１か月前から受付・面接を実施します）。
▽保育時間　８時30分（登園）～14時30分（降園）
※　降園時間以降、16時30分までの一時預かりも可
能です（１回400円）。
▽保育料　無償
▽受付期間　
　11月27日㈪～12月15日㈮（土日を除く）
▽願書提出先　大田幼稚園
※　願書は大田幼稚園、教育委員会にあります。
※　一時預かり利用料や給食費について、無償や免除
の制度があります。詳しくは、お問い合わせください。
　　　　　　 　問大田幼稚園（☎0854‐82‐1426）
　　　　　　　　 教育委員会学事・魅力化推進室
　　　　　　　　　　　　 　（☎0854‐83‐8208）

市内の全小・中学校の女子児童・生徒に

「初経教育セット」を寄贈

大
田
消
防
署
　

山
本
士
温
消
防
士
（
右
）

左
か
ら
出
口
成
美
さ
ん
、
岩
本

歩
夢
さ
ん
、
市
長
、
江
川
朋
希

さ
ん
、
山
田
一
暁
さ
ん

「国際ソロプチミスト大田」と
　　　　　「ユニ・チャーム株式会社」が共催

　女性と女児の生活向上と夢を応援する活動をしてい
るボランティア団体「国際ソロプチミスト大田」（森脇
岸江会長）が10月２日、初経教育のための冊子と生理
用品800セットを大田市校長会（和田美佐会長）へ寄
贈しました。
　ユニ・チャーム株式会社の協力のもと、市内の小学
３年生から中学３年生までの全女児・女生徒に贈ら
れ、小学生にはソロプチミストメンバー手作りのエチ
ケット袋500個も贈られました。
　森脇会長は「性教育はからだと命を守る教育といわ
れており、この取り組みを通して大切な情報を伝え、
女児・女生徒たちを支援できることが嬉しい」と話し
ました。
　　　　　 問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

大田幼稚園 園児募集

森
脇
岸
江
会
長
（
中
央
）
と

和
田
美
佐
校
長
（
左
）
と
関
係
者

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の

海
外
協
力
隊
と
し
て
、
２
年
間
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
大
田
消
防
署

の
山
本
消
防
士
が
10
月
12
日
、
市
長

を
訪
問
し
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
は
、
大
田
市
で
暮
ら
す

外
国
の
か
た
へ
日
本
語
習
得
の
お
手

伝
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
、
そ
こ
で
自
分
が
海
外
に
行

き
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
た
こ
と
が
、
こ
の
た
び
の
参
加

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
話
し
ま
し

た
。

　
現
地
で
は
小
学
校
向
け
に
防
災
・

災
害
対
策
の
授
業
や
避
難
所
開
設
、

避
難
訓
練
な
ど
を
お
こ
な
う
予
定
で

す
。

特別全国障害者スポーツ大会
「燃ゆる感動かごしま大会」出場へ

　
鹿
児
島
県
で
お
こ
な
わ
れ
る
特
別

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
燃
ゆ

る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」
に
出
場
す

る
選
手
４
人
が
、
10
月
20
日
に
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
出
場
種
目
は
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
３
種

目
で
、
県
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
出
場
選
手
に
選
考
さ
れ
ま
し

た
。

　
選
手
た
ち
は
「
集
中
し
て
自
己
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」と
話
し
、市
長

は
「
緊
張
す
る
と
思
う
が
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

応
援
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。



仕事・暮らし・魅力を知って―仕事・暮らし・魅力を知って―仕事・暮らし・魅力を知って―

広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16 ８

　
10
月
７
日
、
大
田
地
域
人
材
確

保
促
進
協
議
会（
楫
野
弘
和
会
長
）

が
、
大
田
市
へ
の
就
職
や
定
住
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
大

田
の
く
ら
し
ご
と
フ
ェ
ア
〜
合
同

企
業
説
明
会
＆
移
住
・
定
住
・
交

流
イ
ベ
ン
ト
〜
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
旧
池
田
小
学

校
に
は
、
大
田
で
就
職
を
考
え
て

い
る
学
生
や
社
会
人
、
保
護
者
な

ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
企
業

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、
市
内
の
建
設

業
や
医
療
福
祉
な
ど
の
17
企
業
が

自
社
の
仕
事
内
容
や
特
色
を
紹
介

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
勤
務
す
る
先
輩
社
会
人

の
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
し
、
大
田
の
魅
力
や
仕
事
の
や

り
が
い
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
大
田
に

は
海
も
山
も
あ
り
、
生
活
す
る
う

え
で
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
や
「
信

頼
関
係
を
大
事
に
す
る
こ
と
」、

「
自
分
の
知
ら
な
い
経
験
を
ど
ん

ど
ん
積
む
こ
と
で
新
し
い
発
見
が

あ
る
」
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ひ
と
り
は
「
半
年
前

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
ど
の
よ
う

な
企
業
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
参
加
し
た
。
地
域
に

根
付
い
て
い
て
、
自
分
も
安
心
し

て
就
職
で
き
る
と
感
じ
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　
市
内
企
業
17
社
が
各
教
室
に
分

か
れ
て
、
自
社
の
情
報
や
求
め
る

人
材
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
体
験
ブ
ー
ス
を
設
け
て

参
加
者
に
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら

う
な
ど
、
大
田
で
働
く
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大

田
の
出
張
相
談
窓
口
を
設
け
、
市

内
の
企
業
情
報
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
相
談
窓
口

や
、
結
婚
相
談
の
活
動
を
お
こ
な

う
大
田
は
ぴ
こ
会
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
盤
に
は
、
給
食
と

花
火
で
、
参
加
者
と
企
業
の
皆
さ

ん
が
交
流
し
ま
し
た
。

　
大
田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議

会
で
は
、
今
後
も
市
内
企
業
の
魅

力
発
信
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問産業企画課（☎0854‐83‐8075）

自社の魅力を紹介する担当者

市内飲食店が販売する商品を
選ぶ来場者

問
事
業
推
進
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
６
７
）

山陰道！
「大田・静間道路」
「静間・仁摩道路」
　　　 進捗状況

今
年
度
中
の
開
通
に
向
け

事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

大田・静間道路（静間川橋（仮称）付近）静間・仁摩道路（仁摩・石見銀山ＩＣ付近）

い
ず
れ
も
令
和
５
年
９
月
撮
影

先輩社会人によるパネルディスカッションの様子先輩社会人によるパネルディスカッションの様子

各
ブ
ー
ス
で
仕
事
や

暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ

先
輩
社
会
人
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

～「大田のくらしごとフェア」～～「大田のくらしごとフェア」～

「
企
業
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」
で

企
業
が
自
社
を
紹
介



寄  贈
伝
承
し
た
い
労
作
唄
と
踊
り―

「
石
見
銀
山
捲
上
げ
節

　
　  

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16９

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

「
幼
年
消
防
用
和
太
鼓
セ
ッ
ト
」を
整
備

尊
い
命
　元
気
に
宣
言
　火
の
用
心―

い
そ
た
け
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

ウィルソン・ウィリアムさん

問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8121）

　皆さんこんにちは！ウィルソン・
ウィリアムです。 
　イギリス南部、ロンドンに近い歴
史的な都市ケンブリッジ出身です。 
ケンブリッジには有名な大学がある
ので、皆さんも聞いたことがあるか
もしれません。
　私は大田市立第一中学校と大田市
立長久小学校の新しいＡＬＴとして
赴任しました。
　私は大学で物理学を学び、日本に
来る前はパイロットとしてのキャリ
アを目指していましたので、教える
経験はあまりありませんが、児童や

生徒と学べることが楽しみです。
　私は今、日本語を勉強しています。
まだあまり上手ではありませんが、
上手になるように頑張ります。
　日本に来るのは初めてで、大田市
に来てまだ数週間しか経っていませ
んが、夏祭りをいくつか楽しむこと
ができ、とても感動しました。大田
市の第一印象は、歴史のあるとても
美しい場所だということです。
　皆さんにお会いし、皆さんのこと
をもっと知ることができるのを楽し
みにしています！

外国語指導助手（ＡＬＴ）の 紹 介

　
市
で
は
、
宝
く
じ
の
「
地
域
防
災
組
織
育
成
事

業
」
の
助
成
金
を
受
け
、
い
そ
た
け
保
育
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
（
ク
ラ
ブ
員
19
人
）
へ
「
幼
年
消
防

用
和
太
鼓
セ
ッ
ト
」
を
整
備
し
、
９
月
28
日
に
交

付
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
園
児
た
ち
は
、「
ぼ
く
た
ち
、
わ

　
　
　
　
　
た
し
た
ち
は
、
大
切
な
い
の
ち
を
守

　
　
　
　
　
り
ま
す
。
火
遊
び
し
ま
せ
ん
、
火
の

　
　
　
　
　
用
心
」
と
、
防
火
の
誓
い
を
元
気
に

　
　
　
　
　
宣
言
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
市
内
に
は
17
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
が
あ
り
、
今
後
も
こ
の
宝
く
じ
の
コ

　
　
　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
積
極
的
に

　
　
　
　
　
活
用
し
、
幼
年
消
防
用
和
太
鼓
や
鼓

　
　
　
　
　
笛
隊
セ
ッ
ト
を
整
備
し
、
ク
ラ
ブ
員

　
　
　
　
　
へ
の
防
火
・
防
災
教
育
や
ク
ラ
ブ
員

　
　
　
　
　
か
ら
地
域
・
各
家
庭
へ
の
火
災
予
防

　
　
　
　
　
を
呼
び
か
け
ま
す
。

【
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業
】

　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

育
成
お
よ
び
防
火
思
想
の
普
及
啓
発
に
必

要
と
な
る
資
器
材
な
ど
の
整
備
に
関
す
る

事
業
に
助
成
を
お
こ
な
う
も
の
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
５
４‐

82‐

０
６
５
０
）

先月号に引き続き、２人目のＡＬＴをご紹介します

　
石
見
銀
山
で
の
銀
の
採
掘
時
に
、
鉱
石
な
ど
を
く

み
上
げ
る
仕
事
を
担
っ
て
い
た
女
性
た
ち
が
歌
っ
て

い
た
「
石
見
銀
山
捲
上
げ
節
」。
そ
の
唄
と
踊
り
を

記
録
し
、保
存
す
る
た
め
、島
根
県
立
大
学
短
期
大
学

部
長
の
梶
谷
朱
美
教
授
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作
し
、

そ
の
贈
呈
式
が
10
月
10
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
踊
り
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟
「
ふ
る
里
の
民
踊
」
に
、
島
根
県
で
初
め

て
認
定
さ
れ
た
価
値
あ
る
踊
り
で
す
が
、
近
年
は
音

源
や
動
画
が
確
認
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
伝
承
さ
れ
て

き
た
踊
り
が
途
絶
え
る
危
機
に
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
７
月
に
、
地
元
の
有
志
15
人
の
協
力
を

得
て
、
踊
り
を
収
録
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
製
作
し
ま
し
た
。
梶
谷
教
授
は
「
捲
上
げ
節
は
、

銀
山
に
生
き
た
女
性
の
歴
史
を
物
語
る
唄
と
踊
り
で

あ
り
、
大
変
貴
重
な
も
の
。
広
く
未
来
へ
つ
な
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
作
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

問
石
見
銀
山
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
０
）

右から梶谷教授、島根県フォークダンス
連盟出構弘美会長、多久和淑子さん、
教育長

YouTube

Part１Part２

元気よく防火の誓いを宣言する園児たち元気よく防火の誓いを宣言する園児たち
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今
年
の
４
月
に
、
地
域
ぐ
る
み

で
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に

取
り
組
む
「
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル
地

区
」
に
久
利
地
区
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
９
月
28
日
に
は
、
久
利
町

を
通
る
大
田
桜
江
線
の
沿
道
に

交
通
安
全
立
看
板
と
横
断
幕
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
や
地
域
の
見
守
り

な
ど
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る

久
利
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

森
山
護
会
長
は
「
周
り
に
気
を
配

り
、
注
意
を
し
て
運
転
す
る
こ
と

が
大
事
。
看
板
と
横
断
幕
を
き
っ

か
け
に
交
通
安
全
を
意
識
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

立
看
板
と
横
断
幕
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
９
月
26
日
、
道
の
駅
ご
い
せ

仁
摩
で
、
ご
い
せ
ベ
ン
チ
寄
贈
に

か
か
る
感
謝
状
贈
呈
お
よ
び
お
披

露
目
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ベ
ン
チ
は
、
山
陰
道
整
備

工
事
を
お
こ
な
う
カ
ナ
ツ
技
建
工

業
株
式
会
社
が
、
規
格
外
の
石
州

瓦
の
粉
末
を
使
用
し
、
建
設
用
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
さ
れ
ま
し

た
。
式
で
は
仁
摩
保
育
園
の
園
児

が
元
気
に
合
唱
し
、
会
場
は
笑
顔

で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
金
津
式
彦
代
表
取
締
役
副
社

長
は
「
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
ベ
ン

チ
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

出
入
口
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ベ
ン
チ
と
記
念
撮
影
す
る
園
児
た
ち

看板と横断幕で高齢者の事故防止
久利地区「はつらつモデル地区」

石州瓦で「ＧＯⅠＳＥ」ベンチ製作
道の駅「ごいせ仁摩」

議場で中学校生徒会役員が意見交換議場で中学校生徒会役員が意見交換
大田市中学校拡大生徒会

議
場
で
各
校
の
取
り
組
み
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
13
日
、
市
内
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
交
流
し
、

　
　
　
　
　
　
　
生
徒
同
士
が
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
「
大
田

　
　
　
　
　
　
　
市
中
学
校
拡
大
生
徒
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
各
校
の
生
徒
会
役
員
が
交
流
・
意
見
交
換
す
る
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
み
は
、
昨
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
引
き
続
き
、
２
回
目

　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
市
役
所
の
議
場
で
お
こ
な
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
議
員
や
市
長
、
副
市
長
、
教
育
委
員
な
ど
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
し
、
各
校
の
生
徒
会
役
員
が
発
表
し
た
学
校
で
の
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
の
挨
拶
運
動
や
給
食
時
の
執
行
部
ラ
ジ
オ
、
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
、
自
校
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
小
規
模

　
　
　
　
　
　
　
校
と
大
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
ぞ
れ
が
自
分
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
生
徒
会
役
員
の
ひ
と
り
は
「
各
中
学
校
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
話
が
聞
け
て
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
学

校
に
し
て
い
き
た
い
か
他
校
の
考
え
方
を
良
い
な
と
感
じ
た
り
、
議
員
さ
ん

や
教
育
長
の
考
え
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、改
め
て
交
流
が
大
事
だ
と
思
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
「
生
徒
会
は
み
ん
な
の
手
で
学
校
を
居
心
地
良
く
す
る
活
動
。

今
日
は
大
変
貴
重
な
意
見
交
換
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ご　　い　　せ

おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介

司
会
進
行
を
お
こ
な
う
教
育
長
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10
月
14
日
、
大
森
町
・
仁
摩
町

の
県
道
と
市
道
周
辺
で
「
第
24
回

ク
リ
ー
ン
銀
山
」（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
石
見
銀
山
協
働
会
議
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
石
見
銀
山
遺
跡

の
環
境
整
備
を
お
こ
な
う
も
の
で

す
。
今
回
は
市
民
や
団
体
、
企
業

か
ら
約
１
０
０
人
の
参
加
が
あ

り
、
道
路
に
落
ち
て
い
た
空
き
缶

や
ご
み
を
拾
う
清
掃
活
動
を
お
こ

な
い
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
活
動
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る

「
石
見
銀
山
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
寄
附
金
」

の
贈
呈
式
も
、
併
せ
て
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
・
22
日
に
温
泉
津
や

き
も
の
の
里
周
辺
で
秋
の
や
き
も

の
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
に
あ
わ
せ
て
、
登
り
窯
に

火
を
入
れ
、
焚
き
上
げ
ら
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
大
皿
や
小
皿
、
茶
わ

ん
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
び
、
お
気

に
入
り
の
陶
器
を
見
つ
け
よ
う

と
、
じ
っ
く
り
と
品
定
め
を
す
る

人
の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
登
り
窯
焼
成
70

回
を
記
念
し
、
10
月
14
日
か
ら

31
日
ま
で
を
焼
き
物
ウ
ィ
ー
ク
と

し
て
、
陶
器
割
引
販
売
や
窯
元
周

遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
登
り
窯
で
焼
か
れ
た

陶
器
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た

石見銀山をみんなできれいに
「第24回クリーン銀山」

登り窯で焼かれた器　じっくり品定め
温泉津　秋のやきもの祭り

　
大
森
代
官
と
し
て
民
を
飢
饉
か

ら
救
っ
た
井
戸
平
左
衛
門
（
い
も

代
官
）
の
物
語
を
、
子
ど
も
向
け

オ
ペ
ラ
と
し
て
新
た
に
制
作
し
た

「
こ
ど
も
オ
ペ
ラ
お
い
も
さ
ま
」が

10
月
15
日
に
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
民
か
ら
の
公
募
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
合
唱
団
、
地
元
神
楽
団
、

地
元
縁
の
プ
ロ
歌
手
、
役
者
な
ど

が
出
演
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

を
重
ね
、
そ
の
成
果
を
約
５
０
０

人
の
観
客
に
披
露
し
、
大
き
な
拍

手
を
受
け
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
ひ
と
り
は
「
迫
力
あ

る
歌
声
や
演
技
に
引
き
込
ま
れ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
、「
第
43
回
さ
ん
べ

祭
」
が
国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の

家
と
周
辺
の
施
設
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
茶
道
な
ど
の

交
流
の
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
の

ほ
か
、
マ
ー
チ
ン
グ
や
市
内
の
中

学
生
が
大
田
の
未
来
を
語
る
「
お

お
だ
未
来
サ
ミ
ッ
ト
」
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ

れ
、
会
場
は
県
内
外
か
ら
の
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
ん
べ
在
来
そ
ば
の
会

に
よ
る「
さ
ん
べ
そ
ば
祭
り
」も
同

時
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
で
き

た
て
の
蕎
麦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
会
場

「こどもオペラおいもさま」大盛況
大田市民会館開館60周年記念

多彩なイベントで秋の三瓶を満喫
第43回　さんべ祭

11

会
場
は
迫
力
あ
る
歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た

清
掃
活
動
を
お
こ
な
う
参
加
者



12月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。
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こんにちは
保健師です

お酒と上手に付き合いましょう
問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

種　類 日　時 場　所 内容・対象 お持ちいただくもの

６日㈬ ９:00～11:30

10:00～11:30
受付９:45～

13:00～16:15

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」
（市役所１階）

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」

（市役所1階）

仁摩保健センター

乳幼児相談

授乳サロン
ごくごく

離乳食教室
（前期） 19日㈫

20日㈬

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

身体計測・授乳相談

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

母子健康手帳
バスタオル

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

対象／生後８か月頃まで
の乳児と、その保護者

～健康的なお酒の飲み方～
　忘年会やお正月など、飲酒する機会や量が増えやすい時期です。
飲酒の習慣がある人は、自分のお酒の飲み方を振り返り、お酒との付き合い方を考えてみませんか。

〇お酒も適量ならば「百薬の長」
　古くから「酒は百薬の長」などといわれるように、
お酒には血管を広げて血液の流れを良くする作用や、
気分をリラックスさせストレスを解消させる作用な
ど、適度な飲酒にはさまざまな効用があるとされて
います。

〇お酒の飲みすぎは「万病のもと」
　過度の飲酒は、さまざまな生活習慣病の原因とな
ります。過度の飲酒を長年続けていると、アルコー
ル性肝障害のほか、狭心症や心筋梗塞などの心疾患、
脳出血や脳梗塞などの脳血管疾患などの原因にもな
り、飲みすぎは「万病のもと」となります。

〇大切なのは「適量を守る」こと　
　お酒の適量には個人差がありますが、純アルコー
ルで１日20㌘程度とされています。
　ただし、お酒に弱い人や女性、高齢者などはその
半分程度が望ましいです。
　とくに、肝機能や血圧、脂質などの数値が基準よ
りも高い場合は意識して適量を心がけましょう。基
礎疾患があり治療中の人は、主治医と相談しましょ
う。

お酒を飲むときの注意点

・空腹の状態で飲まない
　空腹の状態でお酒を飲むと、アルコールが急激に
吸収され、酔いが早く回りやすく、胃など身体に負
担がかかります。おつまみなどを食べながら飲むよ
うにしましょう。

・おつまみの選び方に注意する
　アルコールによってビタミンやミネラルが失われ
やすいため、おひたしやサラダなどの野菜、ワカメ
などの海藻類、肝臓がアルコールを分解するときに
使われるたんぱく質を含む冷奴や枝豆などの豆類、
刺身や焼き魚などがおすすめです。
　揚げ物など油の多い料理は、高カロリーなうえに
脂質も塩分も多く含まれるため、食べすぎに注意し
ましょう。

・１週間に２日は休肝日を設ける
　たとえ適量であっても、毎日飲むのは良くありま
せん。ノンアルコール飲料などを上手に活用して、
お酒を飲まない「休肝日」を設け、肝臓を休ませる
ことも大切です。

＊適量とされる１日の飲酒量の目安＊

 
 

 

酒類（濃度）
ビール（５％）

缶チューハイ（７％）
日本酒（15％）
焼酎（25％）

ウイスキー（40％）
ワイン（12％）

適量の目安
１缶（500㎖）
１缶（350㎖）
１合（180㎖）
0.5合（90㎖）

ダブル１杯（60㎖）
グラス２杯（240㎖）

「献血」にご協力ください
皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

12月22日㈮
11：45～13：15　大田警察署
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健康ガイド12月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

※　実施期間は12月までです。まだ受診していないかたはお急ぎください。そのほかの健（検）診
種　類

特定健診等健康診査
（６月～12月）

歯科口腔健診
（６月～12月）

歯周疾患検診
（７月～12月）

医療機関

指定医療機関

指定歯科医療機関

市内の歯科医療機関

対象者など
40歳以上で下記の該当者
・大田市国民健康保険加入者・島根県後期高齢者医療制度加入者
・生活保護受給者　　◎自己負担金　無料
島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和13年４月２日～
昭和23年４月１日生まれの人  ◎自己負担金　無料

令和６年４月１日時点で40・50・60・70歳の人
◎自己負担金　無料

がん検診（検診車）

☆大腸がん検診
 （容器配布）
 個人通知なし

☆子宮頸がん
検診 大田市民会館

19日㈫

20日㈬
大田市民会館

種　類 日時・場所 対象者など
40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
※　２日間の便を容器にとる検査

完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　1,500円（２方向撮影）
◎予約先　
　健康増進課（☎0854‐83‐8151）

☆乳がん検診

19日㈫

20日㈬

19日㈫

大田市民会館

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,000円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,000円

９:30～11:00
13:30～15:00

９:30～11:30
13:30～15:30

13:30～15:30
17:00～19:00

13:30～15:00
17:30～19:00

13:30～15:00
17:30～19:00

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（医療機関）
種　類 医療機関 対象者など

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

50歳～74歳までの大田市民
◎自己負担金　3,000円
・無料になる人：
　生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世
　帯の世帯員のみ

☆胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

市内７医療機関
 大田呼吸循環クリニック、合原医院、
 昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院、
 仁摩診療所

医療機関

予約サイト

がん検診
市ホームページ

種　類 対象者など



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
三
瓶
山
で
は
こ
れ
ま
で
山
麓
東

側
で
多
く
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
１

万
年
以
上
前
の
縄
文
時
代
の
土
器

が
出
土
し
た
板
屋
Ⅲ
遺
跡
。
縄
文

時
代
の
竪
穴
建
物
跡
が
見
つ
か
っ

た
五
明
田
遺
跡
。
飛
鳥
時
代
か
ら

奈
良
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
52
棟
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
柱
を
立
て
る

建
物
（
掘
立
柱
建
物
）
跡
２
棟
を

確
認
し
た
万
場
Ⅱ
遺
跡
は
、
集
落

遺
跡
と
し
て
は
島
根
県
を
代
表
す

る
調
査
例
で
す
。

　
対
し
て
三
瓶
山
の
西
側
で
は
、

ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
遺

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
遺
跡
密
度
の
差
か
ら
、

「
三
瓶
山
は
東
側
が
居
住
に
適
し
て

い
た
」
と
い
う
推
定
さ
え
あ
っ
た

ほ
ど
で
し
た
。

　
し
か
し
、
令
和
３
（
２
０
２

１
）
年
、
こ
の
見
方
を
大
き
く
覆

す
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
回
紹
介
す
る
池
田
北
遺
跡
で

す
。
場
所
は
池
田
の
集
落
の
東

側
、
南
向
き
の
緩
や
か
な
斜
面
に

立
地
し
て
い
ま
す
。
圃
場
整
備
の

工
事
に
先
立
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た

確
認
調
査
で
古
墳
時
代
の
土
器
を

発
見
。
緊
急
調
査
と
し
て
発
掘
調

査
を
実
施
。
工
事
に
よ
り
掘
削
が

及
ぶ
３
５
０
㎡
の
わ
ず
か
な
範
囲

の
調
査
で
し
た
が
、
弥
生
時
代
前

期
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
の
土
器
を

始
め
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
建
物
跡

１
棟
と
掘
立
柱
建
物
跡
２
棟
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
注
目
さ
れ
た
の
は
、
８
世
紀
代

の
推
定
建
物
面
積
が
約
50
㎡
と
な

る
大
型
の
掘
立
柱
建
物
跡
で
し

た
。
同
じ
規
模
の
建
物
跡
は
と
て

も
ま
れ
で
、
中
国
地
方
で
は
出
雲

市
で
１
棟
、
岡
山
県
苫
田
郡
で
１

棟
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で

す
。
当
時
の
中
央
政
権
と
関
連
し

た
公
的
な
施
設
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
加
え
て
池
田
北
遺
跡
は
、
立

地
か
ら
み
て
周
辺
に
も
広
が
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の

地
域
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
大
き

な
手
掛
か
り
と
な
る
遺
跡
で
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
場
所
が
、
い
に
し

え
の
時
代
か
ら
居
住
に
適
し
、
政

治
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
た
の

で
す
。
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い
た 

や 

さ
ん

ご 

み
ょ
う
だほ

っ
た
て
ば
し
ら

ま
ん 

ば  

に

た
て
あ
な

池田北遺跡

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

　４組の家族に結婚生活の危機が迫
る。“娘の結婚、単身赴任、再婚、夢
のために離婚" をテーマに、夫婦と
しての在り方が書かれた短編集です。
夫婦の勤務先が出版社という繋がり
もあり、連作として読めます。作中
に小野寺さんの本も登場しますよ。

おすすめの本
『夫妻集』　小野寺　史宣／著
　　　　　　　 講談社（中央図書館所蔵）

◇展示テーマ

第８回

14

「贈る」
　相手を思い浮かべながら心を込めて。品物、言
葉、時間……。あなたは何を贈りますか？
　本からヒントを得てみてはいかがでしょうか。

中
　央

仁
　摩

「うちふゆ」
　冬は、暖かい部屋でお気に入りのお茶とともに、
家でのんびり読書を楽しむのもアリかも。
　図書館職員選りすぐりの季節感を味わえるオス
スメの一冊、ぜひ手に取って読んでみてください。

◇行事と企画展
火 木 金日

③
⑩
⑰
㉔
31

月 水

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

１

８

15

22

29

土

②
⑨
⑯
㉓
30

12月の図書館お休みの日

年末年始の休館　12月28日㈭～１月３日㈬

おはなし会

ストーリーテリング

古文書を読む会

おはなし会

山岳写真二人展

図書館

中 央

行　事

９日㈯・23日㈯ 

16日㈯

16日㈯ 

16日㈯ 

１日㈮～22日㈮

日　　時

仁 摩

14:00～14:20

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45



　市政について日ごろ感じていること、まちづくりへの
アイデアなど建設的なご提案をぜひお寄せください。
　寄せられたご意見については、今後の市政の参考とす
るほか、直接ご本人へ回答いたします。
　ただし、単なる感想にとどまるもの、ひぼう・中傷な
どには回答しません。

　郵送以外のＥメールやＦＡＸからのご意見、ご提案も
お待ちしています。
　いずれも回答を希望される場合は、必ず住所、氏名、
電話番号を記入のうえお送りください。
　　　　 問政策企画課広報広聴係（☎0854‐83‐8006）
　　　　　メールアドレス　o-koho@city.oda.lg.jp
　　　　　ＦＡＸ（様式自由）0854‐82‐6667

意見箱もあります
　市役所本庁１階ロビー、温
泉津・仁摩各支所に設置して
います。
　市政についてお気づきの
点、ご提案など気軽にお寄せ
ください。

次のことにご注意ください
・わかりやすく、簡潔にご記入ください。
・いただいたご意見やご提案は、匿名により
　広報「おおだ」やホームページで公表させ
　ていただくことがあります。

住所・氏名などを記入してください ※　個人情報の管理については法令を遵守し、使用します。

住　　所

氏　　名（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号



10代　　20代　　30代　　40代　　50代　　60代　　70代　　80代以上

こ　の　面　は　内　側　に　な　り　ま　す



講
師
の
三
木
幸
美
さ
ん

三
つ
の
壁

　
日
本
に
暮
ら
す
外
国
人
の
困
り

ご
と
は
大
き
く
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
番
目
は
、
言
葉
の
壁
で
す
。

　
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
給
付
金
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
に
つ
い
て
、
手
紙
は

届
き
ま
す
が
、
内
容
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
機
会
を
奪
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
２
番
目
は
、
法
律
や
制
度
の
壁

で
す
。

　
日
本
国
籍
を
持
た
な
い
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
社
会
的
少
数
者
）
は
、

国
か
ら
管
理
さ
れ
る
対
象
で
あ

り
、
就
学
や
就
職
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

選
挙
権
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
３
番
目
は
、
心
の
壁
で
す
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
言
葉

で
語
ら
れ
る
よ
う
な
、
差
別
や
偏

見
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
壁
は
、
自
己
責
任
論

で
、
本
人
だ
け
が
頑
張
れ
ば
い
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
わ
り

の
私
た
ち
に
も
、
自
分
の
立
場
だ

か
ら
応
援
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

母
の
背
中

　
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
母
と
日

本
人
の
父
の
間
に
、
被
差
別
部
落

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
、
法

律
・
制
度
の
抜
け
穴
に
生
ま
れ
、

在
留
資
格
が
無
く
、
８
年
間
無
戸

籍
、
無
国
籍
児
で
し
た
。
逃
げ
て

隠
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
た
り
前
の
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
体

調
が
悪
く
て
も
病
院
へ
は
行
け

ず
、
近
隣
の
保
育
園
や
幼
稚
園
に

も
通
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
あ
る
日
、
自
転
車
に
乗
っ
て
母

と
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
た
と

き
、
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
は
悪
く
な
い
の
に
、「
ご
め
ん
な

さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
謝
り

続
け
る
母
の
背
中
が
あ
り
ま
し

た
。
怪
我
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

警
察
や
救
急
車
を
呼
ば
れ
る
こ
と

で
、
当
た
り
前
の
暮
ら
し
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
た
た

め
で
し
た
。
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
ら
な
い
た
め
、
謝
り
続
け
る
し

か
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
生
き
て
い
く
こ
と
、
子
ど
も
を

育
て
て
い
く
こ
と
に
自
信
を
無
く

し
て
い
た
母
は
、
地
域
で
学
べ
る

識
字
学
級
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
文
字
や
言
葉
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
誰
か
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
私

も
小
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
で
し
た
。
文
字
の
読
み
書
き

が
で
き
な
い
親
の
代
わ
り
に
、
小

さ
い
頃
か
ら
代
わ
り
に
読
み
書
き

を
し
て
き
ま
し
た
。「
な
ん
で
私

ば
っ
か
り
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
あ
る

日
母
と
口
論
に
な
り
「
日
本
語
下

手
す
ぎ
て
何
言
っ
て
る
か
わ
か
ら

へ
ん
。
日
本
語
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
出
直
し
て
き
て
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　「
あ
ん
た
の
マ
マ
が
私
じ
ゃ
な

か
っ
た
ら
、
あ
ん
た
は
幸
せ
だ
っ

た
の
に
な
あ
」
い
つ
も
気
丈
な
母

が
見
せ
た
涙
を
、
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン

　「
外
国
人
な
の
に
礼
儀
正
し
い

ね
」「
被
差
別
部
落
の
人
な
の
に
怖

く
な
い
ね
」
こ
の
よ
う
な
、
意
図

的
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
差
別
や
偏

見
に
基
づ
く
、
見
下
し
や
侮
辱
、

否
定
的
な
態
度
の
こ
と
を
マ
イ
ク

ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
い
ま

す
。
裏
に
は
、「
外
国
人
は
無
礼

だ
」「
被
差
別
部
落
っ
て
怖
い
」の

よ
う
な
偏
見
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

言
わ
れ
た
人
は
、
そ
の
瞬
間
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
傷

つ
け
ら
れ
、
も
う
傷
つ
き
た
く
な

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
分
の

ル
ー
ツ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

隠
し
た
り
、
使
い
分
け
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

誰
も
寝
か
せ
な
い

　
私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
差
別
を
見
聞
き
し
ま
す
。
誰

も
、
差
別
を
す
る
人
、
差
別
を
さ

れ
る
人
に
も
な
り
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で

は
な
く
、「
誰
も
寝
か
せ
な
い
」こ

と
、
差
別
か
ら
目
を
そ
ら
す
の
で

は
な
く
、
差
別
を
取
り
除
く
力
、

見
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

の
で
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16

　
６
月
26
日
、
第
二
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ

ふ
れ
あ
い
会
館
第
二
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー

大
田
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、「
外
国
人
の
人
権
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
公

益
財
団
法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会
職
員
の
三
木
幸
美
さ
ん
を

お
招
き
し
、「
私
か
ら
は
じ
め
る
私
た
ち
の
多
様
性
社
会
〜
『
ち
が

い
』
と
『
ま
ち
が
い
』
の
境
界
線
の
上
で
〜
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

み

ゆ
き

き
み

外
国
人
の
人
権

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17



▽
日
時
　
１
月
４
日
㈭

　
受
付
　
10
時
〜

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
10
時
30
分
〜

　
式
典
　
11
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
対
象
　
平
成
15
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
16
年
４
月
１
日
の
間
に
生

　
ま
れ
た
人

※
　
現
在
、
大
田
市
に
住
民
票
が

あ
る
対
象
者
に
は
住
所
地
へ
、
ま

た
、
就
職
・
進
学
な
ど
で
大
田
市

に
住
民
票
が
な
い
対
象
者
に
は
実

家
へ
、
案
内
状
兼
入
場
券
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
　
入
場
者
の
把
握
の
た
め
、
入

場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
入
場

券
が
な
い
人
は
、
当
日
、
受
付
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
願
い

・
会
場
内
で
は
秩
序
の
あ
る
行

　
動
、
ふ
る
ま
い
を
心
が
け
て
く

　
だ
さ
い
。

・
式
典
に
は
、
手
話
通
訳
・
要
約

　
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

・
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最

　
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
21
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階

▽
定
員
　
15
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
参
加
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
、
講
師
が
出

か
け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
）
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

▽
日
時
　
12
月
２
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
き
ば
い
や
ん
せ
！
私
」

　（
２
０
１
８
年
／
１
１
６
分
）

▽
内
容
　
競
争
や
恋
愛
に
疲
れ
切
っ

　
て
い
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
貴
子

　
が
、
鹿
児
島
県
南
大
隅
町
の
祭

　
り
を
取
材
し
な
が
ら
仕
事
や
生

　
き
方
を
見
つ
め
直
す
姿
を
、
豊

　
か
な
自
然
と
共
に
描
い
た
コ
メ

　
デ
ィ
ー
ド
ラ
マ
（
出
演
／
夏
帆

　
太
賀
　
岡
山
天
音
ほ
か
）

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。今
後

の
感
染
症
流
行
状
況
に
よ
り
、上
映

を
急
遽
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

▽
日
時
　
12
月
９
日
㈯

　
　
　
　
９
時
50
分
〜
15
時
45
分

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽
対
象
　
発
達
障
が
い
支
援
に
関

　
わ
る
人
、
関
心
の
あ
る
人
な
ど

▽
内
容
　

　
①
講
演

　
　
　
講
師
　
元
村
祐
子
さ
ん

　
②
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
公
演

　
　
　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
島

　
　
　
根
の
皆
さ
ん

　
③
講
演

　
　
　
講
師
　
高
山
恵
子
さ
ん

▽
定
員
　
80
名
程
度

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
島
根
県
西
部
発
達

　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン

　
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
　
11
月
30
日
㈭

　
・
問
島
根
県
西
部
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
０
２
０
８
）

▽
日
時
　
12
月
９
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
島
根
県
立
大
学
浜
田

　
　
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
内
容
　
講
演
会

　「
カ
モ
リ
ズ
ム
社
会
を
生
き
抜

　
く
３
つ
の
方
法
」

　
　
　
講
師
　
夏
原
武
さ
ん

　
消
費
者
を
巧
み
に
誘
導
す
る
手

口
を
学
び
、
自
分
や
大
切
な
人
が

被
害
に
あ
わ
な
い
方
法
を
考
え
ま

す
。

▽
定
員
　
１
０
０
名
程
度

▽
参
加
費
　
無
料
（
予
約
優
先
）

▽
申
込
方
法
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費

　
者
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
ネ
ッ

ト
し
ま
ね

（
　
０
８
５
２
‐
32
‐
５
２
８
２
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16

発
達
障
が
い
地
域

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３

消
費
者
ネ
ッ
ト
し
ま
ね

学
習
交
流
会

令
和
６
年
二
十
歳
の
つ
ど
い

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

島根県西部発達障害者
支援センターウィンド

ホームページ

ＮＰＯ法人　　　　
消費者ネットしまね
ホームページ

申申

申

申

催
　
　
し …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和５年11月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　32,300人　（△ 23）
　・男　　15,535人　（△ 3）
　・女　　16,765人　（△ 20）
○世帯数　15,464世帯（  1）
○出生数　　　17人
○死亡数　　　54人
○面　積　435.71㎢

申

18

℻



広報おおだ　Ｒ5（2023）11.16

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

▽
日
時
　
12
月
10
日
㈰

　
　
　
　
開
場
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
開
演
14
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
料
金
　

・
大
人
前
売
券
　
１
０
０
０
円

　
　
　
当
日
券
　
１
２
０
０
円

・
３
歳
以
上
高
校
生
以
下

　
　
　
前
売
券
・
当
日
券

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

▽
前
売
券
販
売
所

　
大
田
市
民
会
館
・
サ
ン
レ

　
デ
ィ
ー
大
田

※
　
全
席
自
由

　
・
問
大
田
市
音
楽
協
会
（
谷
本

由
香
子
☎
０
９
０
‐
７
９
７
９
‐

１
５
５
１
）

◇
薪
割
り
体
験
（
午
前
）

　
伐
採
し
た
後
の
残
っ
た
ス
ギ
を

薪
割
り
機
で
割
っ
て
薪
に
し
、
無

料
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
２
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
三
瓶
町
池
田
地
区

▽
定
員
　
20
人

▽
参
加
費
　
無
料

◇
学
習
講
演
会
（
午
後
）

　
林
業
従
事
者
や
森
林
に
関
心
の

あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
講
演
　「
最
新
の
林
業
事
情
と

　
少
花
粉
ス
ギ
の
経
済
的
価
値
」

　
　
講
師
　
田
中
賢
治
さ
ん

　
　
　（
国
土
防
災
技
術
株
式
会

　
　
　 

社
取
締
役 

事
業
本
部
長
）

▽
日
時
　
12
月
２
日
㈯

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
ゆ
き
み
ー
る（
大
田
町
）

▽
定
員
　
40
人

▽
参
加
費
　
無
料

※
　
い
ず
れ
も
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

　
・
問
銀
林
の
恵
み
森
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
伊
藤
☎

０
９
０
‐
６
４
０
２
‐
５
２
４
２
）

　
大
田
市
で
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
は
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
15
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

▽
日
時
　
12
月
９
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
応
用
）

▽
日
時
　
12
月
６
日
〜
25
日
の
間

　
　
　
　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
１
０
０
０
円

▽
対
象
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

　
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈬

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
家
族
、
職
場
、
学
校
の
友
だ
ち

な
ど
、
３
人
１
組
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
14
日
㈰
13
時
〜

▽
会
場
　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
　

▽
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
９
０
０
円

▽
募
集
チ
ー
ム
　
32
チ
ー
ム

▽
募
集
期
限
　
１
月
８
日
㈪
ま
で

※
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝

チ
ー
ム
を
決
定
し
、
３
位
以
上
の

チ
ー
ム
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
　

　
・
問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０
）

◇
リ
ー
ス
作
り

　
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
葉
で
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
10
日
㈰

　
10
時
・
13
時
（
２
回
実
施
）

▽
定
員
　
各
10
人

▽
参
加
費
　
１
３
０
０
円
（
材
料

　
費
込
み
）

◇
ミ
ニ
門
松
作
り

▽
日
時
　
12
月
17
日
㈰

　
10
時
・
11
時
・
13
時
・
14
時

　（
４
回
実
施
）

▽
定
員
　
各
10
人

▽
参
加
費
　
１
１
０
０
円
（
材
料

　
費
込
み
）

※
　
い
ず
れ
も
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

　
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

19

ブ
ラ
ス
＆
コ
ー
ラ
ス

第
29
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

薪
割
り
体
験
会・学
習
講
演
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

募
　
　
集

石
見
銀
山
か
る
た
大
会

三
瓶
木
工
館

申

申

申申

申申

申

　「突然やってきた業者と契約したが、キャンセルしたい」「お試し
のはずが、定期購入契約になっていた」などの消費者トラブルで困っ
ていませんか？そんなときは一人で悩まずに、３桁の電話番号でつ
ながる消費者ホットライン「１８８」にご相談ください。お近くの
消費生活センターにつながります。
　　　　　　　　 問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）
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市ホームページ
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新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

令和５年秋開始接種
▽対象者：初回接種（１・２回接種）を完了した５歳
　　　　　以上のすべての人
▽接種期間：令和６年３月31日まで
▽接種費用：無料
▽接種ワクチン
　・５～11歳の人：オミクロン株ＸＢＢ.１.５　　
　１価ワクチン（小児用ファイザー社製ワクチン）
　・12歳以上の人：オミクロン株ＸＢＢ.１.５　
　１価ワクチン（ファイザー社製またはモデルナ社
　製）
▽接種券の発送
　・前回接種から３か月を経過した人に、接種券を
　　発送します。ただし、ワクチンの供給量に限り
　　があるため、ワクチンの供給状況に応じて順次
　　接種券の発送をしています。
　・令和５年４月に「黄色い接種券」を発送した人
　　で、令和５年９月19日までに追加接種を受けて
　　いない人には、接種券の発送はおこないません。
　　「黄色の接種券」を使って接種を受けてください。
　・接種券を紛失した場合は、接種券申請が必要で
　　す。

○接種券申請方法
・接種券をなくした人、基礎疾患などのある人で接
　種券が届かない人は下記のいずれかの方法で申請
　してください。
①窓口または郵送での申請
　　申請書は、市役所本庁および支所、市内医療機
　関に設置しているほか、市ホームページでダウン
　ロードできます。
　　申請書に必要事項をご記入のうえ、窓口または
　郵送で下記まで申請してください。
　　申請先：〒694-8502　大田市健康増進課　行
②インターネットでの申請
　　厚生労働省ＷＥＢサイト（コロナワクチンナビ）
　から申請してください。

追加接種　乳幼児（６か月～４歳）
▽対象者：初回接種（１～３回接種）を完了し、前
　　　　　回接種から３か月以上経過した人
▽接種期間：令和６年３月31日まで
▽接種費用：無料
▽接種ワクチン：オミクロン株ＸＢＢ.１.５　
　　　　　　　　１価ワクチン（乳幼児用）
▽接種券の発送：対象となる人には順次接種券を発送

初回接種  乳幼児（６か月～４歳）
　　　　　 ５～11歳・12歳以上

厚生労働省ＷＥＢサイト
（コロナワクチンナビ）

接種実施医療機関など詳しいことは、市ホームページをご確認いただくか、健康増進課
までお問い合せください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  問健康増進課（☎0854‐83‐8203）

子ども医療電話相談

【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　　土日・祝日／９：00～翌朝９：00
　※　東京都内までの通話料が必要です。

＃８０００
つながらない場合　☎03‐3478‐1060

介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内する
ことはありません。不審な場合は、介護保険課へお
問い合わせください。

ＡＴＭに

行って！は 詐欺
さ ぎ

問介護保険課（☎0854‐83‐8063）

・初回接種は引き続き令和６年３月31日まで接
　種を受けることができます。
・接種券を紛失した場合は、上記の接種券申請
　が必要です。
▽接種ワクチン：オミクロン株ＸＢＢ.１.５　
　　　　　　　　１価ワクチン
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問松江地方法務局出雲支局（☎0853‐20‐7732）

島根県がんピアサポート市民公開講座

申込フォーム

　がんピアサポーターとは、がん治療体験者が正しい知識
と体験を活かし、“同じ立場で”患者・家族をサポートする
人です。市民公開講座は、どなたでも参加できます。
▽日時　12月３日㈰　13時30分～16時
▽場所　ＺＯＯＭ利用によるハイブリッド開催
　　　　メイン会場：島根大学医学部附属病院
　　　　サブ会場：県央保健所　など
▽内容　・（講演）がんピアサポートの意義
　　　　・島根県がんピアサポーター経験者報告
　　　　・島根県がんピアサポーター養成研修説明会
▽対象　興味のあるかたなど、どなたでも参加ください。
▽参加費　無料
▽申込締切　11月30日㈭
▽申込方法　①下記の二次元コードから申し込み

　　②Eメール gansapo@med.shimane-u.ac.jp
　　名前・住所・電話番号・視聴方法を記入し、
　　電子メールにて申し込みください。
　　　　　　　問島根大学医学部付属病院
　　　　　　　　　 　がん患者・家族サポートセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎0853‐20‐2545）

　鳥インフルエンザとは、鳥類（鶏、アヒル、ウズラ、キ
ジなど）がインフルエンザウイルスに感染して起こる病気
です。
　近年、国内でも鳥インフルエンザが多数発生していま
す。その発生原因として、野鳥や野生動物（ネズミなど）
からの感染の可能性が指摘されています。
　鳥類を飼育している場合は、次の点に注意し、発生を予
防しましょう。

・飼育小屋の中に野鳥や野生動物が入らないように、開口
　部を防鳥ネットなどで覆う
・飼育小屋の周りを清潔にし、定期的に消毒をおこなう
・飼育小屋の掃除や鳥類に触った後は、必ず石鹸で手を洗
　い、うがいをする
・鳥類の健康状態を毎日観察する

　死亡した鳥類が増えるなどの異状が認められた場合は、
川本家畜保健衛生所（☎0855‐72‐9805）に連絡してくだ
さい。
　また、市では万が一に備え、迅速な連絡や防疫対策をと
るため、飼育者の調査をおこなっています。新たに鳥類を
飼育された人は、市役所農林水産課へご連絡ください。

　　　　　　　　　　問農林水産課（☎0854‐83‐8086）

　遺言書を残すことは、相続であなたの意思を実現させ
るために、また、相続をめぐる争いを防止するために有
用な手段です。
　令和２年７月10日から自筆で作成した遺言書を法務局
に預けることができるようになりました。

○この制度を利用した場合のメリット
　・紛失、改ざんのおそれがないので安心です
　・形式的な不備がないか法務局で確認します
　・遺言者が亡くなった際に、指定した相続人などに遺
　　言書を保管している旨を通知します
　・保管手数料が3,900円と安価です
　・家庭裁判所での検認が不要となります　など

　この制度を詳しく知りたい人は、松江地方法務局ホー
ムページまたは電話によりお問合せください。

松江地方法務局
ホームページ

鳥インフルエンザの防疫対策を！

休日
夜間

マイナンバーカード
窓口を開設

自筆証書遺言書保管制度

　マイナンバーカードの申請・交付について、次のとお
り、休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないます。
　なお、混雑緩和のため、予約制とします。

休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　12月10日・24日　
　令和６年１月14日　２月11日
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　12月４日・18日
　令和６年１月22日　２月19日
▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、それぞれの支所
でマイナンバーカードを保管していますので、５日前ま
でにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況によっては、変更する場合があります。

　　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
久手（鳥越含む）
富山・朝山・波根

12月不燃ごみの収集日

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。
休み　12月30日㈯～１月３日㈬
※　年末年始は混み合いますので、
早めに持ち込んでください。

22

　市では、「循環型社会の構築」を目指し、缶やびん、紙類などを「資源
物」として分別収集しています。収集した「資源物」は、中間処理をおこ
ない再資源化業者へ引き渡し、市の収入となるものは、資源物処理のため
の費用として活用しています。
　昨年度の実績をお知らせします。

○分別は資源化への一歩
　再資源化量の上位（表参照）は、「新聞・広告」、「その他の紙」、「ダン
ボール」などの紙資源が占めています。しかし、燃やせるごみの中には、
まだ資源物に分別できる紙類が多く含まれています。

　資源物の分別は、ごみの処理料金を減らすだけではなく、資源を繰り返
し利用することにつながり、資源の節約にもなります。また、ごみ指定袋
の大きさも小さくて済むため、家計にもやさしい取り組みです。

○資源物は市の大事な収入
　市では、資源物の分別を「資源として使える」「もったいない」という視
点だけでなく「収入となる」ことからも、資源物収集を続けていきます。
ご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

23日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

16日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

16日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂 12月の予定

６日
１　
７　
11　
８　
12　
13　
14　
４　
５　
14　

20
15
21
25
22
26
27
28
18
19
28

　 ７日
　26日

令和４年度　資源物の収入金額と再資源化量

※ 単価が異なるため、収入金額と再資源化量の順位が異なります。

品目 前年度比較

１位 

２位 

３位 

４位 

５位 

アルミ缶・ 
スチール缶 

624万円 

新聞・広告 
494万円 

ペットボトル 
414万円 

その他の紙 
399万円 

ダンボール 
147万円 

150万円 

195万円 

325万円 

121万円 

34万円 

品目
再資源化量 収入金額 

その他の紙 
197㌧ 

新聞・広告 
178㌧ 

びん 
115㌧ 

ダンボール 
73㌧ 

古布・衣類 
61㌧ 

△12㌧ 

△11㌧ 

△9㌧ 

4㌧ 

△4㌧ 

前年度より825万円の増額

前年度比較
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12月の相談

23

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

12日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
２日㈯ ９時～11時30分

就労相談
（要予約）

13日㈬　
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

19日㈫　13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
５日㈫・19日㈫　９時30分～11時 県央保健所

20日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
22日㈮ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

８日㈮　19時～20時30分 大田商工会議所

１日･８日･15日･
22日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約･原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　11月28日㈫、29日㈬、30日㈭
　12月11日㈪、26日㈫、27日㈬、28日㈭
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　12月17日㈰

  問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

期限内に納付をお願いします税・保険料

申

年金相談（要予約）

交通事故相談（要予約）

行政相談
１日㈮　９時～12時 市役所３階第２会議室
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

人権相談
１日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
８日㈮　10時～12時
問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

５日㈫・21日㈭　10時～15時 市役所４階大講堂
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

５日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

申

納期限および口座振替日
固定資産税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

11月30日
―

５期
５期

12月28日
３期
６期
６期



 

ＪＲ温泉津駅での歓迎の様子（写真／内藤さん提供）  

右から温泉津温泉薬師湯の内藤陽子代表、（一社）石見銀山みらいコンソーシ
アムの松場忠理事、西日本旅客鉄道株式会社の佐伯祥一理事山陰支社長、市長、

（一社）石見銀山みらいコンソーシアムの仲野義文理事、銀の道商工会の河村
賢治副会長、２列目左は亀井麻未瑞風列車長とクルーの皆さん 
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台
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上
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温
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、
電
車
の
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い
で
数
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間
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る
間
、
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そ
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、
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本
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図
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高
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ア
。
生
活
や
人
を
介
し

て
沿
線
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と

話
し
、
亀
井
列
車
長
は
「
運
行
開

始
後
、
一
度
た
り
と
も
欠
か
さ
ず

お
迎
え
し
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
窓
越
し
だ
っ

た
が
、
２
０
２
４
年
秋
か
ら
は
降

車
し
て
触
れ
合
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　（
一
社
）石
見
銀
山
み
ら
い
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
仲
野
理
事
は
「
地

域
の
良
さ
を
見
直
し
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
最
大
限
の
お
も

て
な
し
で
お
迎
え
し
た
い
」
と
意

気
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
は

「
６
年
間
の
情
熱
が
伝
わ
っ
て
嬉

し
い
。
銀
山
観
光
を
存
分
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

決
定
通
知
式
で
の
関
係
者
の

喜
び
の
声―

歓
迎
の
お
も
て
な
し
を
６
年
間

続
け
て―

４
年
ぶ
り
の

「
大
あ
し
な
こ
」巡
行
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NO.235

次
号

は
12月

21日
発

行
の

予
定

で
す

　
㈱

急
行

印
刷

納

「大あしなこ」を引く皆さん 「大あしなこ」を引く皆さん 

　
10
月
８
日
、
乙
見
神
社
（
仁
摩

町
馬
路
）
の
例
大
祭
に
併
せ
、
雨

ご
い
や
無
病
息
災
を
願
う
「
大
あ

し
な
こ
（
か
か
と
部
分
が
な
い
わ

ら
ぞ
う
り
）」の
巡
行
が
４
年
ぶ
り

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
神
輿
を
先
頭
に
「
大
あ

し
な
こ
」
を
乗
せ
た
山
車
が
乙
見

神
社
を
目
指
し
、馬
路
地
区
２
．５

㌔
を
約
50
人
が
引
き
な
が
ら
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　「
大
あ
し
な
こ
」
に
当
初
か
ら

携
わ
る
松
浦
隆
之
さ
ん
は
「
住
民

が
減
少
す
る
中
、
馬
路
地
区
以
外

の
方
々
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

ま
た
若
者
も
一
緒
に
な
っ
て
、
こ

の
行
事
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。 お

と 

み

だ  

し

―６年越しの願い叶い、喜びの声― 

２０２４年 秋から開始 

トワイライトエクスプレス瑞風
みずかぜ

新たな立ち寄り観光地に

石見銀山が決定

市ホームページ
「市長の日記」に  
詳しく掲載しています 


